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高
校
総
体
問
か
る

傍
◆◆¢◆◆

第
3
3
回
岩
手
県
高
校
総
合
体
育
大
会
が
、
前
期
六
月
大
日
～
八

日
、
後
期
が
六
月
十
三
日
～
十
H
日
に
分
け
て
各
地
で
行
わ
れ

た
。
我
が
校
は
卓
球
章
枝
で
個
人
戦
、
ダ
7
ル
ス
の
〓
選
手
が
東

北
大
金
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
、
ま
た
七
月
に
行
わ
れ
た
水
泳
競
技

で
〓
選
手
が
東
北
大
会
へ
出
場
権
を
得
た
。

◆◆◆◆◆

卓
　
　
球

さ
る
6
月
6
～
8
日
に
大
船

渡
で
高
総
体
、
6
月
2
5
～
2
7
日

に
福
島
県
で
東
北
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◎
高
総
体

。
団
体
戦

一
回
戦

岩
手
礪
校
4
－
0
福
岡
高
校
一

二
回
戦

岩
重
昂
校
4
1
3
盛
岡
四
枚

三
国
戦

岩
手
高
校
1
－
4
盛
岡
商
業

ペ
ス
ト
8

0
シ
ン
グ
ル
ス

一
回
戦

（
岩
手
）
　
（
姦
工
）

作
山
0
－
・
2
川
端

（
岩
手
）
　
（
大
船
渡
高
）

米
沢
0
－
2
金
野

〔
岩
手
）
　
（
閑
一
）

松
村
2
－
0
岩
本

二
回
戦

（
岩
手
）
　
（
花
北
）

松
村
2
1
0
菊
地

三
国
軌

（
岩
手
）
　
（
専
北
）

松
村
2
－
0
金
野

四
回
戦

（
岩
手
）
　
（
東
和
高
）

松
村
2
－
1
滝
本

準
決
勝

（
岩
手
）
　
　
（
盛
商
）

松
村
1
－
人
∠
阿
部

Å
松
村
1
．
へ
ス
ト
4
V

ダ
ブ
ル
ス
優
勝

㌧
ダ
ブ
ル
ス

一
回
晩

（
岩
手
）
　
（
大
船
渡
高
）

．

、

　

‥

二
回
俄

（
岩
手
）
　
（
花
北
）

絹
2
・
。
粧
㍍

三
回
戦

（
岩
手
）
　
（
蒔
田
高
）

錯
2
1
帥
旺

四
回
戦

（
岩
手
）
　
（
盛
商
）

紺
誓
ム
馴
網

決
勝（

岩
手
）
　
（
東
和
韻
）

柑
誓
・
1
摘
掴

◎
東
北
大
金

の
シ
ソ
グ
ル
ス

一
回
扱

（
岩
手
）
　
（
向
山
高
）

松
村
0
－
2
赤
札

d
ダ
ブ
ル
ス

一
回
軌
　
不
戦
勝
（
シ
ー
ド
）

二
回
晩

（
岩
手
）
　
（
青
森
山
田
）

‥
、

三
回
軟

（
岩
手
）
　
（
日
大
山
形
）

‥

　

　

．

・

四
回
戦

（
岩
手
）
　
（
三
本
木
）

紺
。
・
2
閃

A
東
北
大
会
ベ
ス
ト
4
V

‥爪い…、攣

、巾噂‥

バ
ス
ケ
ッ
ト

四
月
二
十
九
日
盛
岡
三
高
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。

軍
竺
門
錮
一
等
石

ラ
グ
ビ
ー

私
た
ち
ラ
グ
ビ
1
部
一
同
は

6
月
1
1
、
1
4
㌢
の
高
総
体
に
臨

み
ま
し
た
。
一
回
扱
盛
一
と
対

戦
し
、
点
の
と
れ
な
い
ゲ
ー
ム

に
な
り
、
前
半
2

0
分
ゴ
ー
ル
前

で
味
方
が
．
へ
ナ
ル
テ
ィ
Ⅰ
な
と

ら
れ
3
点
。
ま
た
．
コ
ー
ル
前
．
へ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
と
ら
れ
て
計
6

点
。
後
半
は
0
－
0
と
い
う
結

果
で
合
計
0
1
6
で
負
け
て
し

ま
い
、
く
そ
し
い
と
い
っ
て
い

る
間
も
な
く
、
翌
日
、
敗
者
戦

へ
臨
み
ま
し
た
。
対
水
沢
と
い

う
こ
と
で
、
新
チ
ー
ム
に
な
っ

て
か
ら
一
度
も
当
っ
た
こ
と
の

な
い
チ
ー
ム
な
の
で
、
気
を
ひ

き
し
め
て
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、

1
6
－
4
で
勝
ち
、
B
ブ
ロ
ッ
ク

に
残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岩
手
。
（
〓
0
。
）
嘉
一

雪
空
0
1
。
‖
丁
水
沢

水
　
　
泳

決
勝
癒
す

2
0
0
背
泳

石
川
義
勝
　
6
位

1
0
0
平
泳

丸
山
　
農
　
5
位

2
0
0
平
泳

丸
山
　
皇
　
7
位

8

0

0

リ

レ

ー

石
川
、
丸
山
、
米
沢
、

青
田

8
位

▲

T

O

几

U

メ

ド

レ

ー

リ

レ

ー

石
川
、
丸
山
、
高
橋
、

青
田

8
位

▲
T
爪
U
O
リ
レ
ー

石
川
、
丸
山
、
米
沢
、

書
由

8
位

縫
合
洗
顔
　
用
位

体
　
　
操

去
る
六
月
の
十
一
、
十
二
日

に
高
級
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
の
小
泉
は
実
力
を
十
分
発

揮
で
き
ず
、
最
後
の
大
金
で
あ

る
の
に
不
本
意
な
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。

大
会
成
績
　
小
泉
修
二

個
人
総
合
　
十
位

あ
ん
鳥
　
　
三
位

ゆ
か
　
　
　
六
位

山

岳

部

六
月
十
二
～
十
四
日
、
早
池

峰
山
縦
走
コ
ー
ス
で
行
な
わ
れ

た
．結

果
は
7
1
点
（
1
0
0
点
満

点
）
で
B
ブ
ロ
ッ
ク
第
四
位
で

あ
っ
た
。
三
位
の
学
校
と
は
4

点
差
で
惜
し
く
も
入
質
を
逃
が

し
た
。

硬
式
野
球

七
月
四
七
、
県
営
球
場
で
行

わ
れ
た
。

岩
手
0
1
1
0
0
0
2
0
0
0

些
ニ
0
0
0
1
2
0
1
0
0
1
X

岩
手
4
－
5
盛
三

剣
　
　
道

剣
道
競
技
ほ
6
月
1
3
、
1
4
日

と
盛
岡
三
高
体
育
億
で
行
な
わ

れ
た
。団

体
戦
　
予
選
リ
ー
グ

岩
手
1
－
4
軽
米

岩
手
1
－
3
宮
古

岩
手
5
1
0
紫
波

こ
の
結
果
決
勝
リ
ー
グ
進

出
な
ら
す
。

個
人
晩

一
回
戟

（
岩
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水
沢
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浅
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2
1
1
千
田

（
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（
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小
原
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菅
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2
回
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（
若
手
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宮
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浅
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－
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中
仁
沢

（
岩
手
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浄
法
寺
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小
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2
1
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三
浦

j
回
戦

（
岩
手
）
　
　
（
久
水
）

小
原
1
－
2
香
木

柔
　
　
道

柔
道
は
六
月
六
、
七
、
八
日

盛
岡
市
営
体
育
館
で
行
な
わ
れ

た
．

ェ
印
停
戦

一
回
戦

岩
手
～
－
－
－

元
　
高
偲
㊤
有
効

次
　
高
橋
〇
一
本

中
　
尾
　
0
－

副
　
小
西
0
－

大
　
佐
藤
0
－

0
伊
保
内

小
笠
原

岩
沢

大
久
保

古
館

市
塙

二
回
戟

岩
手
1
－
2
久
慈

充
　
満
四
・
1
0
松
本

次
　
蔑
　
＊
　
北
田

中
　
尾
　
＊
　
田
中

副
　
小
西
・
1
0
大
崎

大
　
佐
藤
0
－
　
越
戸

。
個
人
戦

軽
重
量
級

予
選
リ
ー
ク
（
通
過
）

高
橋
（
岩
手
）
　
＊

那
須
（
東
大
）

高
徳
（
岩
手
）
0
－

生
原
（
水
工
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ソ
ー

一
回
戦

高
橋
（
岩
手
）
僅
差
Q

鹸
河
（
花
環
）

軟
式
庭
球

日
時
　
六
月
八
日
（
月
）

場
所北

上
市
常
督
台
コ
ー
ト
、

患
沢
尻
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー

結
果国

体
晩

二
回
敬

岩
手
1
－
2
水
沢
工

青
田
・
金
　
　
4
－
0

田
中
・
佐
々
木
2
－
4

菅
野
・
村
井
　
2
－
4

個
人
戦一

回
耽

吉
田
・
金
　
　
3
－
4

（
忍
沢
尻
北
高
校
）

田
中
・
佐
々
木
2
1
4

（
宮
古
高
校
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

掛
率
山
叡
山

進
路
指
導
に
思
う

今
年
の
岩
手
山
登
山
は
、
七

月
一
日
、
二
日
の
両
日
、
二
学

年
の
生
徒
l
五
〇
名
、
引
率
の

先
生
方
十
五
名
、
山
岳
部
竺
二

年
生
二
名
、
地
元
の
山
岳
会
の

二
名
、
総
員
一
六
九
名
が
参
加

し
た
。登

山
の
当
日
、
早
朝
五
時
、

学
校
校
庭
に
集
合
。
早
朝
の
た

め
、
寝
ぼ
け
顔
の
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
登
山
に
、
呂
が
輝
い
て
い
る

の
が
う
か
が
え
る
。
学
校
前
か

ら
バ
ス
に
分
乗
し
、
午
前
六
時

頃
馬
返
し
着
。
寒
い
。
諺
と
も

雨
と
も
つ
か
な
い
よ
う
な
天
気

だ
。
皆
思
い
思
い
の
上
着
を

着
、
準
備
体
操
の
後
、
い
よ
い

よ
登
山
開
始
。

三
舎
日
あ
た
り
か
ら
急
に
日

が
さ
し
は
じ
め
、
よ
け
い
に
汗

を
か
く
が
、
ふ
と
見
お
ろ
せ
ば

我
々
は
も
う
霜
の
上
に
出
て
い

た
。
見
上
げ
れ
ば
、
さ
っ
き
ま

で
と
は
う
っ
て
変
っ
て
快
晴
で

あ
る
。
時
お
り
吹
く
風
の
な
ん

と
冷
た
く
て
さ
わ
や
か
た
こ
と
〟

か
。五

合
巳
の
御
蔵
石
を
通
過
、

こ
の
頃
に
な
る
と
木
も
背
丈
が

だ
ん
だ
ん
低
く
な
り
高
山
を
感

じ
さ
せ
る
。
振
り
む
け
ば
後
顔

の
生
徒
達
の
列
と
、
そ
の
は
る

か
遠
く
に
、
早
池
峰
山
等
の
山

々
が
雲
の
山
に
首
を
だ
し
て
い

る
の
ほ
、
海
に
浮
か
ぶ
孤
島
と

い
っ
た
魅
き
が
あ
り
、
と
て
も

す
ぼ
ら
し
い
気
分
に
た
れ
る
。

不
動
平
か
ら
頂
上
ま
で
の
道

は
、
足
場
が
悪
く
、
か
な
り
き

つ
い
量
り
だ
っ
た
。
山
頂
で
は
、

校
旗
が
建
立
し
て
あ
る
所
万
歳

三
唱
の
後
、
校
歌
を
斉
唱
し
、

下
山
を
す
る
が
、
帰
り
も
き
つ

い
コ
ー
ス
で
気
を
引
き
し
め
、

お
そ
る
お
そ
る
下
る
。

御
花
畑
か
ら
松
川
温
泉
ま
で

の
下
り
は
、
か
な
り
長
か
っ

た
。
意
外
と
ハ
イ
べ
1
ス
で
下

っ
て
い
る
の
だ
が
な
か
な
か
つ

か
な
い
。

こ
の
下
り
の
コ
ー
ス
は
克
ん

な
か
な
り
元
気
で
下
っ
て
行
っ

た
が
気
を
抜
い
て
行
く
と
、
道

の
横
か
ら
出
て
い
る
木
の
枝
で

コ
プ
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
し
な
が
ら
下
っ
て
い
く

と
、
や
が
て
、
松
川
温
泉
に
つ

く
。
と
う
と
う
釆
た
か
、
と
い

う
気
持
ち
と
疲
れ
が
ど
っ
と
出

た
。温

泉
に
つ
か
る
と
、
今
巳
出

会
っ
た
苦
し
い
こ
と
や
楽
し
か

っ
た
こ
と
が
色
々
と
思
い
出
さ

れ
、
蓑
無
事
だ
っ
た
こ
と

と
、
山
を
征
服
し
た
と
い
う
満

足
感
が
味
わ
え
、
と
て
も
有
意

義
な
一
日
だ
っ
た
。

池

人
の
一
生
が
、
高
校
時
代
に

概
ね
方
向
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う

な
ん
て
、
そ
ん
な
馬
鹿
げ
た
こ

と
が
こ
の
世
に
あ
っ
て
い
い
も

の
か
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
や
っ
て
み
ろ
。
誰
の
人
生

で
も
な
い
お
前
自
身
の
人
生

だ
。
自
由
に
伸
び
伸
び
と
生
き

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
　
－
　
こ
ん
な

こ
と
が
誰
に
も
遠
慮
な
く
首
え

て
実
際
に
そ
ん
な
高
校
生
活
が

展
開
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
か
す

ぼ
ら
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私

が
こ
の
学
校
に
勤
め
た
三
十
年

頃
は
、
本
気
で
そ
ん
な
助
言
を

確
か
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
今
、

新
し
い
高
校
教
育
の
方
向
は
、

口
杜
孝
先
生

三
、
十
四
、
十
五
日
に
花
巻
市

民
体
育
館
で
、
行
な
わ
れ
た
。

掌
書
目
6
4
）
省
古

筆
ヱ
〓
7
1
1
一
意
一

中

学

一

位

一

甲

綱
引
き

l

年

一

位

一

E

二
年
一
位
　
二
E

三
年
一
位
　
三
D

柔
道

ハ
ソ
「
ポ
ー
″
は
、
六
月
L

春
季
校
内
体
育
大
会

六
月
二
十
六
日
、
要
一
つ
な

い
青
天
の
下
で
昭
和
五
十
六
年

度
春
季
校
内
体
育
大
会
が
行
わ

れ
た
。貪

沃
技
と
も
白
熟
し
た
ゲ
ー

ム
展
開
と
な
り
盛
り
上
が
っ
た

大
全
と
な
っ
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

‖

′

レ

1
一

年

一

位

一

C

二
年
一
位
　
二
D

三
年
一
位
　
三
E

一
年

二
年

三
年

位位位

A E A

．
ハ
レ
ー
ポ
ー
ル

一
位

一
位

卓
球

一
位

ハ
ソ
ド
ポ
ー
ル

一
位

教　二　三
員　C　】】

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
中
学
の
み
）

一
位
　
　
　
　
三
甲

抱
合使

勝
準
優
勝

あ
る
意
味
セ
そ
こ
に
も
ど
ろ
う

と
し
て
い
る
。
い
く
ら
か
希
望

が
も
て
そ
う
だ
。

睦
の
中
は
生
き
物
で
あ
る
。

時
の
流
れ
と
共
に
変
化
し
て
当

然
で
あ
る
。
あ
る
い
け
弁
証
法

的
発
展
で
あ
る
と
言
い
、
あ
る

い
は
重
た
三
十
年
を
周
期
に
繰

り
返
さ
れ
る
と
も
言
う
。
時
勢

と
言
う
も
の
は
お
そ
ろ
し
い
。

時
に
は
ガ
リ
レ
1
の
よ
う
に
、

真
実
学
兄
も
曲
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
し
、
聖
人
と
あ
が

め
ら
れ
た
孔
子
で
さ
え
も
批
な

の
的
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
高

校
教
習
が
進
学
指
選
に
舌
点
を

鑑
く
の
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

子
供
の
教
育
権
は
親
権
者
に
あ

り
、
学
校
教
育
者
は
そ
の
意
を

布
し
て
教
育
を
し
た
け
れ
ば
な

ら
た
い
と
法
は
定
め
る
　
－
　
こ

れ
だ
つ
て
人
間
が
決
め
る
こ
と

な
ん
だ
が
－
－
胞
あ
中
の
大
方

の
親
は
、
わ
が
子
に
有
名
な
大

学
に
進
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
．

中
に
は
と
ん
び
が
鹿
を
生
ん
だ

よ
う
な
希
望
さ
え
し
て
く
る
。

移
り
変
る
こ
の
世
に
お
い
て
、

大
学
を
出
て
こ
そ
そ
の
ヨ
的
が

達
成
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と

言
わ
ね
は
な
る
ま
い
。
実
際
本

校
に
入
学
し
て
乗
る
諸
君
の
多

く
は
、
こ
れ
ま
た
時
勢
の
せ
い

で
、
学
校
の
名
誉
の
た
め
か
、

自
分
の
名
誉
の
た
め
か
、
区
分

け
す
る
中
学
の
先
生
や
親
の
希

望
に
、
女
通
整
理
さ
れ
た
よ
う

に
公
立
校
を
受
け
失
敗
し
、
止

む
な
く
入
学
し
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
れ
は
l
時
の
結
集
、
ま

だ
発
押
さ
れ
な
い
能
力
を
隠
し

て
い
る
人
は
か
な
り
屠
る
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
諸
君
を
世
に

送
り
出
し
、
い
さ
さ
か
伯
楽
に

な
っ
た
上
う
な
気
分
に
な
る
の

も
本
校
教
員
の
楽
し
み
で
あ

る
。
単
純
に
考
え
て
見
た
ま
え
、

一
高
だ
っ
て
そ
う
だ
が
、
三
高

四
高
に
合
格
し
て
も
、
二
流
三

流
の
大
学
に
な
ん
と
か
と
言
う

者
が
結
構
い
る
。
そ
の
高
校
に

不
合
格
だ
っ
た
者
は
、
そ
れ
よ

り
下
の
大
学
で
当
り
前
な
は
ザ

な
ん
だ
が
、
法
条
は
進
学
資
料

等
で
見
る
通
り
、
公
立
失
敗
し

て
か
え
っ
て
発
誓
し
長
い
結
果

を
招
い
て
い
ろ
例
は
沢
山
あ
る

の
で
あ
る
。

要
は
や
る
気
を
出
す
か
、
出

さ
な
い
か
で
あ
り
、
そ
の
や
る

気
を
出
す
た
め
の
、
し
っ
か
り

し
た
自
分
の
将
来
の
ピ
タ
王
ソ

早
急
に
自
分
で
結
論
を
出
さ

ず
、
聞
い
て
判
断
す
る
、
絵
論

を
出
す
の
は
誇
君
自
身
な
の
だ

か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
教
師
を

利
用
す
る
べ
き
で
あ
る
凸
混
迷

と
言
わ
れ
る
こ
の
世
の
中
で
し

っ
か
り
と
足
も
と
を
見
定
め
な

が
ら
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
も
時
勢
な
の
だ
か
ら
。

鷹
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子
供
も
気
の
毒
だ
が
、
錬
金
術

師
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

教
師
も
い
い
面
の
皮
で
あ
る
。

し
か
し
本
校
の
場
合
は
大
い

に
異
な
る
点
が
あ
る
。
確
か
に

進
学
指
導
に
力
を
入
れ
、
公
立

校
に
は
見
ら
れ
な
い
努
力
も
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
進
学

率
を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
本
校
の
創
立
の
主
旨
に

合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
東
北

の
こ
の
岩
手
か
ら
有
為
の
人
材

を
世
に
送
り
血
す
こ
と
に
学
校

設
立
の
目
的
が
あ
る
な
ら
ば
、

が
出
来
て
い
る
か
ど
う
．
か
で
あ

る
。
人
生
に
や
り
直
し
が
な
い
。

か
と
言
っ
て
、
こ
れ
が
人
生
だ

と
言
う
バ
タ
ン
も
な
い
。
勇
気

を
持
っ
て
一
つ
の
道
を
選
ぶ
し

か
な
い
。
そ
し
て
、
苦
し
く
と

も
前
進
し
て
こ
そ
や
が
て
光
が

さ
す
．
で
あ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
も

振
り
出
し
に
も
ど
っ
て
い
る
双

六
に
は
上
り
は
な
い
。
し
か
し

照
明
灯
の
よ
う
に
ず
っ
と
遠
く

ま
で
は
見
通
せ
な
く
と
も
、
す

ぐ
足
も
と
な
照
ら
す
人
間
の
知

恵
と
い
う
提
灯
は
瞥
持
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
強
弱
の
差
は
あ
れ

そ
の
明
り
で
す
ぐ
一
歩
前
は
判

断
で
き
る
。
水
た
ま
り
や
、
穴

に
落
ち
な
い
よ
う
に
進
む
こ
と

は
で
き
る
は
ず
だ
。
時
に
は
両

親
が
そ
の
提
灯
の
か
あ
り
を
し

て
く
れ
た
は
ず
だ
し
、
進
路
指

導
に
関
し
て
は
教
師
が
そ
の
役

目
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
だ
。

ど
う
せ
相
談
し
た
っ
て
…
…
と

弱
年
庶
後
期
奨
学
金
授

与
さ
れ
る

去
る
四
月
九
日
の
始
業
式
に

昨
年
度
後
期
成
綬
肢
秀
幸
十
四

名
に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
た
。

授
与
者
は
左
記
の
通
り
。

終
三
学
年
　
未
多
　
野
郎

田
村
・
望

小
笠
原
和
博

豊
原
‥
謙
一

太
田
　
隆
司

請
二
学
年
　
斉
藤
　
博
糞

高

橋

　

字

書
田
　
　
敦

畑
山
　
　
訴

永
井
　
栄
一

熊
谷
　
幹
妹

菊
池
　
祐
一

第
一
学
年
　
荒
川
　
雅
之

小
野
寺
文
雄

川
田
　
　
実

編
集
後
記

石
桜
新
聞
界
八
十
九
号
を
お

送
り
し
ま
す
。

■
今
号
は
嗣
集
や
記
事
集
衿
の

時
間
が
不
后
し
て
い
た
た
め
に

急
ご
し
ら
え
的
な
出
来
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
紙
面
は
一
面
の
ー
ツ

プ
に
こ
石
桜
台
新
役
員
の
記
穣
（

毎
号
毎
号
同
じ
記
事
が
ト
ッ
プ

に
く
る
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま

す
が
：
・
）
と
教
生
イ
ン
ク
ビ
ニ

ー
を
、
二
面
に
は
高
校
総
体
、

岩
手
山
登
山
、
そ
れ
と
今
回
は

池
口
先
生
の
特
別
寄
稿
を
配
し

ま
し
た
が
、
菓
時
間
の
無
さ

が
た
た
っ
て
し
ま
い
二
面
な
ど

は
写
真
も
少
な
く
、
全
体
に
余

裕
の
な
い
、
き
ち
き
ち
の
構
成

に
な
り
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

次
号
は
も
っ
と
招
集
に
か
け

る
時
間
を
増
や
し
、
内
容
的
に

も
充
実
し
、
か
つ
斬
新
な
構
成

の
新
聞
に
し
て
、
他
校
に
も
諮

れ
る
よ
う
な
石
桜
新
開
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
T
）

金

　

額

　

螢

能

　

恕

　

能




